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小学校                                   英語教育推進リーダー中央研修 

                                                  プログラム（案） 
 
 

研修参加者 

 

 教育委員会により推薦され、文部科学省が研修への参加を決定した小学校教員 

 
 
 

研修の目的 

1． モチベーションが継続する、楽しい英語学習方法を、体験を通して修得する。 

2． 小学校における外国語活動及び、外国語科について、体験を通してより深く理解し、授業

での実践に役立てる。 

3． 教師自ら主体的に英語を学び続けようとする態度を養う。 

 
 
 

研修終了時には、英語力という点から、研修参加者は次のことができるようになっている。 

 

 児童の実態に合わせて、適切な教室英語を使う。（ほめ言葉、指示、説明など） 

より主体的に、自信をもって、ALT等と授業について話し合う。 

 基本的な英語の音声の特徴を捉え、英語を正しく発音する。（強勢、イントネーション、区

切りなど） 

 発音と綴りの関係について基本的なことを理解する。 

 
 

研修終了時には、教授法という視点から、研修参加者は次のことがよりできるようになっている。 

 

 設定した目標を達成するのに適切な活動を選択、配列し、実施する。 

 児童のコミュニケーションへの関心・意欲・態度を高める活動の種類を増やす。 

 児童を巻き込み、語いや表現に慣れ親しませたり、習得させたりするために絵本を活用す

る。 

 英語特有のリズムやイントネーション、語いや表現に慣れ親しませたり、習得させたりする

ために歌を活用する。 

 絵本を、自信をもって生き生きと、児童の興味を引き付けるように読むことができる。 

 
 

研修終了時には、英語学習という視点から、研修参加者は次のことができるようになっている。 

 

 自分自身の英語学習計画を立てる。 

 自身で英語学習を進めるにあたり、様々な方策を活用する（多読など）。 

 無料オンライン教材とその利用法について、より深く理解し、自身の英語力向上のために

利用する。 

 
 
 

（別添３） 
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全体の構成 

 

第 1段階  集合研修 1（実践のための研修） 

 

 5日間の研修を受講する。 

 研修に当たっては、①研修参加者本人が行った授業を録画した DVD、②当該授業のね

らいと簡単な流れを含む授業指導案、を提出する。（詳細は別途） 

 研修初日には、英語力確認テスト（4技能）を実施予定。本テストにより現時点での英語

力を把握するとともに、英語学習の教材レベルを選定する際に役立てる。テスト結果は研

修期間中に返却予定。 

 

第 2段階 授業実習 

 

 第 1段階で指示された課題（授業計画）とリフレクション（集合研修の振り返りや授業実践

の記録等）を行う。 

 オンライン教材等を通して、英語力向上に向けた自学自習を継続的に行う。 

 研修参加者が参加するオンライン専用サイトを通じて、参加者同士や講師、研修実施団

体と継続的に連絡を取り合う。 

 

第 3段階  集合研修 2（指導のための研修） 

 

 集合研修 2 の終了後に実施する各地域での研修を運営するために、学習理論の習得と、

マイクロ・トレーニングのセッションを通して、「英語教育推進リーダー」としての知識と技術

を養う。 

 研修参加者が各地域で研修を行う際の解説書や教材等は提供される。 

 研修参加者は、①第 2段階で実施した授業を録画した DVD、②当該授業のねらいと簡

単な流れを含む授業指導案を提出する。（時期は別途指示） 

 

第 4段階 研修実習 

 

 所属教育委員会が主催する研修会において、指導主事等の指導のもと研修を計画立案

するとともに、講師を務める。 

 研修の内容及び時間は、文部科学省の定める内容に沿うものとする。 

 研修実習実施者は、実施した研修実習についての自己評価を行い、報告する。（方法や

時期は別途指示） 

 研修実習者が参加するオンライン専用サイトにおいて、経験を共有する。 
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第 1段階 集合研修 1（実践のための研修） 

 
 推進リーダー候補者の実態を考慮した上で、研修は基本的に英語で行われる。 

 セッションは、英語力が中心になるもの、教授法が中心になるもの、あるいは英語力と教授法双

方に焦点をあてるものに分かれている。 

 １セッションは 60分。 

 

第 1日目 

セッション 内  容 

セッション 0 英語力確認テスト（4技能、2時間程度）を実施。 

セッション 1 

英語力・教授法 

初対面で会話をしたり、続けたり、また相手や話の内容に関心を示したりする方法

を体験するとともにスピーキング活動の事例を知る。コースの始まりに当たり、自

己紹介を兼ねて行う。 

セッション 2  

英語力・教授法 

教室英語（ほめ言葉、指示語、授業の始まりと終わりの挨拶、活動の説明の仕方

など）を使う体験をしながら学ぶ。 

セッション 3   

その他 

研修のねらいと全体の構成などを理解し、自学自習のためのオンライン教材の使

い方、研修の記録のとり方などを学ぶ。 

 

第 2日目 

セッション 4   

英語力 

自分の経験などを題材に、話の構成の仕方を理解するとともに、さまざまな表現な

どを使って話す体験をしながら学ぶ。 

セッション 5    

教授法 

授業で絵本を活用する際、その意義、絵本の活用の仕方、身振りの付け方や、児

童の巻き込み方などを体験しながら学ぶ。 

セッション 6    

英語力・教授法 

グループに分かれて、物語を話す練習をする。発音や抑揚に焦点を当てる。 

セッション 7  

教授法 

扱いたい絵本をもとに、グループに分かれてマイクロ・ティーチングを行う。講師か

らのフィードバックを受ける。 

セッション 8  

教授法 

新しい単語や表現の導入方法や練習方法を、ピクチャーカードの作り方とその活

用、英語と日本語の違いへの気づきを促す活動を通して体験しながら学ぶ。 

セッション 9 

英語力・教授法 

単語や表現の復習の仕方について、メモリーゲーム等、認知的な方法を体験しな

がら学ぶ。 

 
第 3日目 

セッション 10 

英語力・教授法 

第 2日目のセッションを踏まえ、絵本や Hi, friends! などを活用もしながら、新しい

単語や表現の導入や復習についてのマイクロ・ティーチングを行う準備をする。 

セッション 11 

英語力・教授法 

グループに分かれ、教室英語を使いながら、マイクロ・ティーチングを実施し、講師

からのフィードバックを受ける。 

セッション 12 

英語力 

外部の人に自分の学校を紹介する英語（施設、場所、雰囲気、児童や職員など）を

学ぶ。 

セッション 13 

英語力 

ALTとのやりとりに必要な英語（教室外での打ち合わせ、授業中でのやりとりに必

要な表現など）を学ぶ。 

セッション 14 

教授法 

ロールプレイの活用の仕方（意義、見本の見せ方、新しい表現の学び方、即興で

やってみること、フィードバックの仕方など）を体験しながら学ぶ。 

セッション 15 

教授法 

歌の活用の仕方（意義、新しい歌の紹介と教え方、意味の理解など）を体験しなが

ら学ぶ。 
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第 4日目 
 

セッション 16 

英語力・教授法 

グループに分かれ、歌を活用したマイクロ・ティーチングを行う。 

 

セッション 17 

英語力・教授法 

アルファベットのもつ音について理解し、リーディングのコツ、発音と綴りの関係の

概要と特徴、音のつなげ方などを学ぶ。 

セッション 21 

英語力 

アルファベットを扱った活動（五感を使う、カードを使った活動）を体験しながら学

ぶ。 

セッション 22 

英語力・教授法 

ALTの発音（出身国等によるアクセントの違い、特有の音）について理解する。 

セッション 23 

英語力・教授法 

授業指導案の作成（授業のねらい、流れや活動を説明する、授業案について ALT 

と打ち合わせする、など）に必要な英語を体験しながら学ぶ。 

セッション 24 

英語力・教授法 

ALT と授業について打ち合わせや振り返り（交渉する、理由を説明する、断るな

ど）の仕方を体験しながら学ぶ。 

 
 

第 5日目 
 

セッション 25 

英語力・教授法 

他教科等と関連した内容を取り入れた活動について、模擬授業を通して、その利

点などについて考え、参加者でアイディアを共有する。 

セッション 26 

英語力・教授法 

教室運営に関連する表現等（学習規律を指示する、決まりごとや注意するときの

表現、励まし等の表現）について学ぶ。 

セッション 27 

英語力・教授法 

研修のまとめと、今後の実践計画を立てる。 
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第 3段階 集合研修 2（研修実習における指導のための研修） 

 
 研修受講者の実態を考慮した上で、研修は全て英語で行われる。 

 参加者全体を 4人グループに分け、1 グループを A（2 人）と B（2 人）とに分ける。 

 研修期間は 4日又は 5日で実施されるが、いずれの場合も、時間数と内容は同じ。 

 セッション 1（2 時間）を除き、研修時間は各 1時間。 

 マイクロ・トレーニングの内容は、集合研修 1 で扱った内容と同一であるが、各チームのテーマは講師

が指定する。 

 

第 1日目 

セッション 1 

第 1段階集合研修後の自習や授業実践についての振り返り（実践した自学自習の手

法やその結果、実践した集合研修で学んだ手法とその結果等） 

研修参加者の授業ビデオを相互に視聴し、フィードバックを行う。 

セッション 2 

マイクロ・トレーニングの準備（英語の正確さ、指導の明確さ、グループマネジメント、指

導者からの支援、時間管理等） 

グループ内で A と B のチームに分かれ、第 1段階で学んだセッションについてマイク

ロ・トレーニングの準備を行う。（Aチーム: 教室英語、Bチーム:単語や表現の学習 1） 

 

第 2日目 

セッション 3 

マイクロ・トレーニング＜その 1＞（ Aチームの実践: 教室英語） 

講師役（A チーム）・受講者役（B チーム）に分かれ、「教室英語」についてマイクロ・トレ

ーニングを実施する。 

セッション 4 

マイクロ・トレーニング＜その 2＞（Bチームの実践: 単語や表現の学習 1） 

講師役（Bチーム）・受講者役（Aチーム）に分かれ、「単語や表現の学習 1」についてマ

イクロ・トレーニングを実施する。 

セッション 5 
インプット：フィードバックの手法（フィードバックの基準、具体的なフィードバックの与え

方等） 

セッション 6 
インプット：絵本を活用する実践的な指導テクニック（物語を生き生きさせる、文脈の中

でのボキャブラリー、話す機会を与える等） 

セッション 7 
インプット:歌を活用する実践的な指導テクニック（意味に重点を置く、歌のテクニック:単

語・リズム・メロディ、歌と自己の関連付け等） 

セッション 8 マイクロ・トレーニングの準備（絵本の活用、アルファベットの音、歌の活用） 

 

第 3日目 

セッション 9 マイクロ・トレーニング＜その 3＞（ Aチームの実践: 絵本の活用 1） 

セッション 10 マイクロ・トレーニング＜その 4＞（Bチームの実践: 歌の活用 1） 

セッション 11 インプット：課題解決（受講者からの質問への回答等） 

セッション 12 マイクロ・トレーニング＜その 5＞（ Aチームの実践: アルファベット 1） 

セッション 13 マイクロ・トレーニング＜その 6＞（Bチームの実践: アルファベット 2） 

セッション 14 マイクロ・トレーニングの準備  （単語や表現の学習 2、ALTとの打ち合わせ） 
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第 4日目 

セッション 15 マイクロ・トレーニング＜その 7＞（ B チームの実践: ALTとの打ち合わせ） 

セッション 16 マイクロ・トレーニング＜その 8＞（Aチームの実践: 単語や表現の学習 2） 

セッション 17 
インプット：聞く活動と話す活動の実践的な指導（写真を説明する、異なるレベルに合わ

せた話す活動） 

セッション 18 マイクロ・トレーニング＜その 9＞（ Bチームの実践: 授業指導案の作成 1） 

セッション 19 マイクロ・トレーニング＜その 10＞（Aチームの実践: 授業指導案の作成 2） 

セッション 20 
マイクロ・トレーニングの準備（他教科と関連した内容を取り入れた活動、絵本の活用

2、歌の活用 2、単語や表現の学習 3） 

 

第 5日目 

セッション 21 
マイクロ・トレーニング＜その 11＞（ Aチームの実践: 他教科と関連した内容を取り入

れた活動） 

セッション 22 
マイクロ・トレーニング＜その 12-14＞（ B チームの実践:絵本の活用 2、歌の活用 2、

ボキャブラリー3） 

セッション 23 コース全体の振り返り（質疑応答） 
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【研修参加者の要件等】 

 

当該研修への受講を推薦される者は、次の要件を備えているものとする。 

 

 現に外国語活動または外国語（英語）の授業を担当し、5年以上の勤務実績がある。 

 すべて英語で実施される研修に対応できる英語力を有している。 

 児童と同僚教員からの信頼が厚い。 

 オープンマインドで、自身の指導力向上を常に心がけており、その実績がある。 

 情熱をもって、日々の指導にあたっている。 

 研修参加後、域内の中核となる小学校教員を対象とした研修の講師等、研修成果の普

及を複数年にわたり実施できる。 

 PC メール及びオンライン専用サイト（詳細後日）でのコミュニケーションが可能である。 

 

 

 

研修の受講に際しては、外部専門機関の指導に基づき、以下の要件を満たすこと。 

 

 研修前に課される課題に取り組む（授業のビデオ撮影や、授業概要の作成など）。 

 中央で実施される集合研修（第 1段階、第 3段階）に積極的に参加する。 

 研修で得た知識や技術を、日常の授業で実践する。 

 英語力向上に向けてオンライン教材に継続的に取り組む。 

 当該教育委員会や勤務校と連携し、中核となる小学校教員への研修等を行う。 

 研修を実施する際、所定の教材を使用するとともに、実施報告等定められた内容を完了

する。 

 

 

 

【教育委員会及び所属校】 

 

 現職教員の中から、上記の要件を備えた者を推薦する。その際、すべて英語で実施され

る研修に対応できる英語力を有しているかを事前に必ず確認する（例えば教育委員会指

導主事や外国語指導助手等と英語で面接を行う等）。 

 候補者が研修に参加するに際し、適切な支援を行う（研修への出席、研修後の課題取組

等）。 

 研修で得た知識や技術を、授業で実践するために必要な支援を行う（教材研究の時間

等）。 

 研修等計画書を作成し、成果普及のための研修等を実施する（所定の人数の参加、定め

られたツールを使って評価や報告）。 

 当該研修参加者が講師を務める研修を実施するにあたり、適切な支援を行う（準備時間

の確保、研修日時や場所の設定等）。 
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中学校                                  英語教育推進リーダー中央研修 

高等学校                                            プログラム（案） 
 
 

研修参加者 

 

 教育委員会より推薦され、文部科学省が研修への参加を決定した中学校及び高等学校

の英語担当教員 

 

 

 

研修の目的 

 

研修終了時に研修参加者が、特に次の項目において、学習指導要領及び新しい英語教育の

在り方の趣旨に沿った指導や評価が実現できるようになることを目指す。 

 

 生徒の総合的なコミュニケーション能力の育成 

 英語を用いた言語活動が中心となった授業 

 生徒の英語学習に対するモチベーションの向上 

 生徒の英語による言語活動が中心の指導方法 

 基本的に英語で行う授業 

 4技能の能力を適切に測ることができる評価法 

 

 

具体的には、研修終了時には、研修参加者は次のことができるようになっている。 

 

 生徒からの視点で研修を体験することにより、総合的なコミュニケーション能力を育成す

るための授業の利点をより深く理解する。 

 基本的に英語で授業を行うことを通して、生徒が英語に触れるとともに実際に英語を使用

する機会を増やす。 

 言語活動を行う際、英語で効果的に指示することができるとともに、生徒とのインタラクシ

ョンを図りながら各言語活動を展開する。 

 聞いたり読んだりしたことに基づいて、話したり書いたりすることによって発信する能力を

向上させるための様々な言語活動の内容及び指導方法を知り、それらを指導の目的に

応じて選択する。 

 生徒にとって学習する必然性があり、興味深い授業を行うために、教科書や他の関連教

材を多様な方法で活用する。 

 教材の内容理解にとどまらず、聞いたり読んだりしたことに対する自分の意見や考えを発

する言語活動により大きな比重を置くことによって、生徒が主体的に内容と関わりながら

4技能を活用する授業展開をする。 
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 生徒の認知的なスキルを養うために、リーディング教材を使用する。 

 教科書以外のオーセンティックな教材及びその扱い方を知り、生徒の知的好奇心の喚起

やモチベーションの向上に結び付ける。 

 生徒の英語学習に対するモチベーションを向上させるために、学習している内容について

自己関連性を高めるための機会を与える。 

 認知的な側面を重視する活動を通して、生徒が新しい語いや表現を実際のコミュニケー

ションの場面で使うことができるようになるための手助けをする。 

 生徒が適切な発音で発話したり、自然な速さで話される会話の理解を高めたりするため

に、発音、リズム、イントネーションに関する指導を活用する。 

 

 

研修の進め方 

 

 本研修は、研修参加者がグループになってタスクを行うという協同型であり、全てのセッション

は英語で実施される。様々な教授法について理解を深めるとともに、研修参加者の実践につい

て互いに共有できる機会である。また、研修参加者自身のコミュニケーション能力を向上させる

機会でもある。 
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全体の構成 

 

第 1段階  集合研修 1（実践のための研修） 

 

 5日間の研修を受講する。 

 研修にあたっては、①研修参加者本人が行った授業を録画した DVD、②当該授業のね

らいと簡単な流れを含む授業指導案、を提出する。（詳細は別途） 

 研修初日には、英語力確認テスト（4技能、英語教師向けの内容）を行う。本テストにより

研修参加時点での英語力を把握し、各自の英語力の更なる向上のための計画（研修期

間中に作成）に役立てる。試験結果は研修期間中に返却予定。 

 

 

第 2段階 授業実習 

 

 第 1段階で指示された課題（授業計画）とリフレクション（集合研修の振り返りや授業実践

の記録等）を行う。 

 オンライン教材等を通して、英語力向上に向けた自学自習を継続的に行う。 

 研修参加者が参加するオンライン専用サイトを通じて、参加者同士や講師、研修実施団

体と継続的に連絡を取り合う。 

 

 

第 3段階 集合研修 2（指導のための研修） 

 

 集合研修 2 の終了後に実施する各地域での研修を運営するために、学習理論の習得と、

マイクロ・トレーニングのセッションを通して、「英語教育推進リーダー」としての知識と技術

を養う。 

 研修参加者が各地域で研修を行う際の解説書や教材等は提供される。 

 研修参加者は、①第 2段階で実施した授業を録画した DVD、②当該授業のねらいと簡

単な流れを含む授業指導案を提出する。（時期は別途指示） 

 

 

第 4段階 研修実習 

 

 所属教育委員会が主催する研修会等において研修実習を実施するための計画書を作成

し、講師を務める。 

 研修の内容及び時間は、文部科学省が定める内容に沿うものとする。 

 研修参加者は、実施した研修実習についての自己評価を実施するとともに、報告を行う。

（方法や時期は別途指示） 

 研修参加者が利用するオンライン専用サイトにおいて、研修会での経験を共有する。 
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第 1段階 集合研修（実践のための研修） 
 

第 1日目 

セッション 内 容 

セッション 0 英語力確認テスト（4 技能、2 時間程度）を実施 

セッション 1 （60分）   スピーキング： 様々なスピーキング活動の紹介と体験 

セッション 2  （60分）  
スピーキング： セッション 1で体験したスピーキング活動の分析、有益なスピーキン

グ・タスクの確認 

セッション 3 （60分）      
コースの目的： 現在実施している授業に関する参加者同士の紹介及びディスカッショ

ン 

 

第 2日目 

セッション 4 （60分）    クラスルーム・イングリッシュ： 授業運営のために必要となる教室英語 

セッション 5 （120分） 
英語を話すモチベーションの向上： 教科書で扱う内容に関連したオーセンティックな教

材の活用 

セッション 6 （120分）      
教科書を活用した学習者中心の授業： 生徒のレベルと興味に適応した教科書の活用

と課題設定 

セッション 7 （60分）     
ライティング教授法： 「書くこと」に対する意欲を引き出し、その能力を効果的に身に付

けるライティング活動 

 

第 3日目 

セッション 8 （120分）   
語い・表現の教授法： 生徒の意欲を引き出し、実際のコミュニケーションの場面で使う

ことができるようにする語い・表現の指導法 

セッション 9  （60分）       語い・表現指導の実践練習： マイクロ・ティーチングと講師からのフィードバック 

セッション 10（120分）  
リーディング指導法： 主体的に英文を読む力を育む手法と、コンテクストから意味を推

察する力を育てる方法 

セッション 11  （60分）     リーディング指導の実践： 振り返りと実践計画 

 

第 4日目 

セッション 12（120分） 
発音、リズム、イントネーション及びリスニング指導法： 発音、リズム、イントネーショ

ン等を取り入れたリスニングの指導法とリスニング力の向上 

セッション 13  （60分）     発音、リズム、イントネーション及びリスニング指導の実践： 振り返り、実践計画 

セッション 14 （120分） 
文法の指導法： 実際のコミュニケーションの場面で活用できるようにするための文法

の指導法（言語活動と効果的に関連付けた文法指導） 

セッション 15 （60分）     文法指導の実践： 実践練習、講師からのフィードバック 

 

第 5日目 

セッション 16（60分）        タスク型アプローチ： 実生活で英語を使う場面を想定した課題  

セッション 17（60分）       授業計画： 実際に行う単元指導計画、授業計画の作成 

セッション 18（60分）     フィードバック： 振り返り、研修を通して学んだこと、講師からのフィードバック 
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第 3段階 集合研修 2（研修実習における指導のための研修） 
 

 研修参加者の英語レベルを考慮した上で、研修は全て英語で行われる。 

 研修参加者全体を 4人グループに分け、1 グループを A（2 人）と B（2 人）とに分ける。 

 研修期間は 4日又は 5日で実施されるが、いずれの場合も、時間数と内容は同じ。 

 セッション 19（2 時間）を除き、研修時間は各 1時間。 

 マイクロ・トレーニングの内容は、集合研修 1 で扱った内容と同一であるが、各チームのテーマは講師

が指定する。 

 

第 1日目 

セッション 内   容 

セッション 19 

第 1段階集合研修後の自己自習や授業実践についての振り返りと共有（実践した活動内容や

その成果・課題等） 

研修参加者の授業ビデオを相互に視聴し、フィードバックを行う。 

セッション 20 

マイクロ・トレーニングの準備 

教員への指導と生徒への指導との違いを理解するとともに、グループ内で Aと Bのチームに

分かれ、第 1段階で学んだセッションについてマイクロ・トレーニングの準備を行う。 

 

第 2日目 

セッション 21 

マイクロ・トレーニング＜その 1＞（Aチームの実践）（「話すこと」に係る言語活動） 

講師役（Aチーム）・受講者役（Bチーム）に分かれ、第 1段階で体験した「話すこと」に係る言

語活動についてマイクロ・トレーニングを実施する。 

セッション 22 

マイクロ・トレーニング＜その 2＞（Bチームの実践）（「話すこと」に係る言語活動） 

講師役（Bチーム）・参加者役（Aチーム）に分かれ、第 1段階で体験した「話すこと」に係る言

語活動についてマイクロ・トレーニングを実施する。 

セッション 23 
インプット：フィードバックの手法（ディスカッション活動の実際、効果的なモニタリング、効果的な

フィードバックの与え方） 

セッション 24 
インプット：「読むこと」の評価（読解と記憶の違い、「読むこと」の能力を測定するテストの種類、

「読むこと」のテストにおける問題作成の実際） 

セッション 25 
インプット：「書くこと」の実際（文を書くこと、インタラクティブでコミュニカティブな「書くこと」

に係る活動、モチベーションを高める活動の実際） 

セッション 26 
マイクロ・トレーニングの準備（教室英語、語い・表現に係る言語活動、「書くこと」に係る言語活

動、自己関連性） 

 

第 3日目 

セッション 27 マイクロ・トレーニング＜その 3＞（Aチームの実践）（教室英語） 

セッション 28 マイクロ・トレーニング＜その 4＞（Bチームの実践）（語い・表現に係る言語活動） 

セッション 29 
インプット：課題解決（研修実習の受講者を積極的に活動に参加させる方法、前向きでない受

講者の扱い、L1/英語を使用する場面とその留意点等） 

セッション 30 マイクロ・トレーニング＜その 5＞（Aチームの実践）（「書くこと」に係る言語活動） 

セッション 31 マイクロ・トレーニング＜その 6＞（Bチームの実践）（自己関連性） 

セッション 32 
マイクロ・トレーニングの準備（「聞くこと」に係る言語活動） 

インプット：発音に関する効果的な手法 

 

第 4日目 

セッション 33 マイクロ・トレーニング＜その 7＞（Aチームの実践）（コミュニケーションを支えるための文法 1） 

セッション 34 マイクロ・トレーニング＜その 8＞（Bチームの実践）（コミュニケーションを支えるための文法 2） 

セッション 35 インプット：「書くこと」の評価（「書くこと」に係る能力を評価する課題の種類と具体的な内容、課
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題作成の実際） 

セッション 36 マイクロ・トレーニング＜その 9＞（Bチームの実践）（「聞くこと」に係る言語活動 1） 

セッション 37 マイクロ・トレーニング＜その 10＞（Aチームの実践）（「聞くこと」に係る言語活動 2） 

セッション 38 
インプット：「話すこと」の評価（「話すこと」に係る技術、「話すこと」を評価するテストの種類、テ

スト作成の実際） 

 

第 5日目 

セッション 39 マイクロ・トレーニング＜その 11＞（Aチーム及び Bチーム）（「読むこと」に係る言語活動） 

セッション 40 「話すこと」と「書くこと」の評価についてのアイディアの共有と意見交換 

セッション 41 

インプット：入試への対応について 

コース全体の振り返り      

参加証の授与 
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【研修参加者の要件等】 
 

 当該研修への受講を推薦される者は、次の要件を備えているものとする。 

 

 現に外国語（英語）の授業を担当し、５年以上の勤務実績がある。 

 少なくとも英検準 1 級、TOEFL iBT80 点、TOEIC730 点以上等の英語力を有している。 

特にスピーキングについては CEFRで B2レベル以上を有しており、英語で十分なコミュ

ニケーションを図ることができる力がある。 

 生徒及び同僚からの信頼を得ている。 

 オープンマインドで、常に授業指導や学習評価についての改善を常に心がけており、その

実績がある。 

 情熱をもって、日々の教育活動に当たっている。 

 研修参加後、域内の英語担当教員を対象とした研修の講師等、研修成果の普及を複数

年にわたり実施できる。 

 PC メール及びオンライン専用サイト（詳細後日）でのコミュニケーションが可能である。 

 

研修の受講に際しては、外部専門機関の指導に基づき、以下の要件を満たすこと。 

 

 研修前に課される課題に取り組む（授業のビデオ撮影や授業概要の作成など）。 

 中央で実施される集合研修（第 1段階、第 3段階）に積極的に参加する。 

 研修で得た知識や技術を、日常の授業で実践する。 

 研修後に出される、英語力や教授法に関するオンライン教材等に継続的に取り組む。 

 当該教育委員会や所属校と連携し、域内の中・高等学校の英語担当教員への研修を行

う。 

 研修を実施する際は、所定の教材を使用するとともに、実施報告等定められた内容を完

了する。 

 

【教育委員会及び所属校】 

 

 現職教員の中から、上記の要件を備えた者を推薦する。特に英語のスピーキング力につ

いては事前に必ず確認を行う。 

 候補者が研修に参加するに際し、適切な支援を行う（研修への出席、研修後の課題取組

等）。 

 研修で得た知識や技術を授業指導や学習評価で実践するために必要な支援を行う（教

材研究の時間等）。 

 研修等計画書を作成し、成果普及のための研修等を実施する（所定の人数の参加、定め

られたツールを使って評価や報告）。 

 当該研修参加者が講師を務める研修を実施するにあたり、適切な支援を行う（準備時間

の確保、研修日時や場所の設定など）。 
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外国語指導助手①                                中央研修プログラム（案） 
                                                   

研修参加者 

 

 教育委員会より推薦され、文部科学省が研修への参加を決定した JET プログラムによる

外国語指導助手 

 

研修の目的  

 

 本研修を通して、研修参加者の英語教育に係る専門性を更に高め、研修参加者が来日直後オ

リエンテーション等で、JETプログラム参加者に対して魅力のある、実践的な研修を提供できるよ

うになることを目指す。 

 

 

研修終了時には、研修参加者は、授業での実践等に係り、次のことができるようになっている。 

 

 各学校段階に応じて、効果的に 4技能を指導することができる。 

 児童生徒の意欲を引き出し、語いや表現を実際のコミュニケーションの場面で使うことが

できるように指導することができる。 

 聞いたり読んだりしたことに基づいて、話したり書いたりすることによって発信する能力を

向上させるための様々な言語活動の内容及び指導方法を知る。 

 様々な言語の使用場面や言語の働きを取り上げ、それらに配慮した言語活動を展開する

ことができる。 

 言語活動と効果的に関連付けた文法指導を行うことができる。 

 教科書や他の関連教材を効果的に活用するための単元指導計画や授業計画に役立て

ることができる。 

 

 

研修終了時には、研修参加者は、研修での指導等に係り、次のことができるようになっている。 

 

 異なる研修の技能（講義、グループ・ワーク、体験学習など）を使うことができる。 

 グループ・ワークを効果的に運営することができる。 

 研修参加者同士の意見交換を観察し、適切なフィードバックを与えることができる。 

 紹介する言語活動に関する理論を説明することができる。 

 

 

研修参加者の要件 

 JETプログラムで再任用され、2年以上の勤務実績がある。 

 次の a.または b.に該当すること。 

a. 英語教授法に関する資格（TEFL/TESOLに係る資格、ケンブリッジ CELTA等）或 

いは英語教授法の修士号のいずれかを有する。 
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              b. 出身国の教員資格を有し、英語の指導や評価の方法の習得に意欲がある。 

 研修参加後、配置校において単独で授業を担当したり、東京で開催される来日直後オリ

エンテーションや域内の外国語指導助手対象の研修会で講師を務めたりするなど、研修

成果の普及を複数年にわたり実施できる。 
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第 1日目 

セッション 内  容 

セッション 1   研修の目的： これまでの実践を振り返り、良い事例を共有する。 

セッション 2    スピーキング活動： 事例の紹介と実践 

セッション 3   フィードバック： 変更や改善点 

セッション 4 語い・表現の指導： 事例の紹介と実践 

セッション 5 フィードバック： 変更や改善点 

セッション 6 ワークショップ： 展開事例の検討 

 

 

第 2日目 

セッション 内  容 

セッション 7 第 2言語習得（スピーキング）：異なるスピーキング活動と理論 

セッション 8 マイクロ・トレーニング： 第 1日目のセッションを扱い、グループで実践する。 

セッション 9 研修参加者とトレイナーからのフィードバック 

セッション 10 ライティング活動： 事例の紹介と実践 

セッション 11 言語活動と効果的に関連付けた文法指導： 事例の紹介と実践 

セッション 12 ワークショップ： 展開事例の検討 

 

 

第 3日目 

セッション 内  容 

セッション 13 第 2言語習得（ライティング）： 様々なライティング活動と理論、効果的なフィー

ドバックの方法 

セッション 14 マイクロ・トレーニング： 第 2日目のセッションを扱い、グループで実践する。 

セッション 15 研修参加者と講師からのフィードバック 

セッション 16 ネイティブ・スピーカーに必要な文法の知識： 言語活動と効果的に関連付けた

文法指導の様々なアプローチ、文法等の概念を確認する質問の方法 

セッション 17 ワークショップ：所属教育委員会での研修実施に向けてのアイディアと計画 

セッション 18 研修のまとめ 
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外国語指導助手②                                中央研修プログラム（案） 

                                                    

研修参加者 

 

 教育委員会より推薦され、文部科学省が研修への参加を決定した JET プログラムによる

外国語指導助手 

 

研修の目的 

 

 本研修を通して、研修参加者の英語教育に係る専門性を高め、研修参加者が各地域における

外国語指導助手の指導力等向上研修の運営に参加できるようになることを目指す。 

 

研修参加者は、研修を通して次のことを行う 

 自身の経験を振り返り、良い事例を共有する。 

 効果的にコミュニケーションを図る活動の基本となる原理について理解する。 

 コミュニケーションを支えるものとしての文法、音韻、言語の機能と語い等の知識や、これ

らを効果的に指導する方法について理解を深める。 

 実際に教室で指導できる言語活動の事例を増やす。 

 学習者のモチベーションを向上させるために、学習している内容について自己関連を高め

るための方法を理解する。 

 英語教育の指導原理に係る専門用語や概念について理解する（英語教授知識認定テス

ト the Teaching Knowledge Test、以下「TKT」）。 

 

 

研修終了時には、研修参加者は、次のことができるようになっている。 

 明確なねらいをもって、単元や授業を組み立てることができる。 

 授業指導と学習評価について、英語教授法を踏まえて、同僚の ALTに助言することがで

きる。 

 コミュニケーション能力を育成するための言語指導の理論と教室での授業実践を関連付

けることができる。 

 教科書に見られる言語の特性について認識するとともに、その活用方法を知る。 

 学習者の視点から授業を観察することができる。 

 様々な学習形態（ペア・ワークやグループ・ワークなど）におけるメッセージのやりとりの意

義について理解することができる。 

 

【研修参加者の要件】 

 JETプログラムで再任用され、2年以上の勤務実績がある。 

 英語の指導や評価の方法の習得に意欲がある。 

 研修参加後、域内の外国語指導助手対象研修の運営協力等、研修成果の普及を複数

年にわたり実施できる。 
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  各セッションは 90分 

 
 

第 1日目     

        

セッション 内  容 

セッション 1   目的： 実践を振り返り、良い事例を共有する。 

セッション 2    スピーキングの指導： 基本的な概念、正確さと流暢さ（TKTから） 

セッション 3 文法の指導： スピーチ、課題（TKTから） 

セッション 4 ティームティーチャーとの協同と教室運営 ： 実践に向けた意見交換 

 

 

第 2日目  

 

セッション 内  容 

セッション 5 音韻論： 異なる要素、発音（TKTから） 

セッション 6 リスニングの指導： 概念、ライティングやスピーキングの英語との違い（TKTから） 

セッション 7 機能： 機能の概念、要素（TKTから） 

セッション 8 教科書の応用： 講師による事例の提示と、意見交換 

 

 

第 3日目  

 

セッション 内  容 

セッション 11 語彙 ： 概念、学習者のエラーが生じる要素（TKTから） 

セッション 12 
学習者のグループ活動： やりとりのパターン、異なるグループ活動の意義（TKTか

ら） 

セッション 13 授業計画： 授業の段階、異なる授業の形（PPP授業と TBL授業）（TKTから） 

セッション 14 授業実践の計画： 所属校での実践するための単元及び授業の計画を立てる。 
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研修実習の内容について － 小学校 
 

題目 研修実習参加者に対するねらい 重点 運営上の留意点 
時間  
（目安） 

1 教室英語 児童の実態に合わせて、教室での活

動を運営するために、効果的で適切

な指示等が英語でできる。 

・英語力 対象：外国語活動及び外

国語（英語）の授業指導

経験の年数に関わらず全

教員に適当。 

1時間 

2 絵本の活用 児童を巻き込み、語いや表現に慣れ

親しませたり、習得したりするために

絵本を活用できる。 

・教授法 最初の 1時間で主に講

義等を通して絵本の活用

について理解し、次の 1

時間でワークショップ形式

で実践を学ぶ。 

2時間 

3 単語や表現

の学習 

様々な効果的な方法で、単語や表現

を導入できる。 

 

児童が単語や表現を復習したり覚え

たりするために様々な活動を設定する

ことができる。 

・教授法 最初の 2時間は主に体

験授業等を通して単語や

表現の学習法について理

解し、最後で実践する。 

3時間を 2回に分けるこ

とも可能。ただし、同じ受

講者が参加のこと。 

3 時間 

4 ALTとの打ち

合わせ 

自信をもってＡＬＴ等と授業等の打ち

合わせ等が英語でできる。 

・英語力  1時間 

5 歌の活用 英語特有のリズムやイントネーショ

ン、語いや表現等に慣れ親しむため

に歌を効果的に活用できる。 

・教授法 最初の 1時間で主に体

験授業等を通して歌の活

用について理解し、次の

1時間で実践する。 

2時間 

 

6 アルファベッ

トの音 

アルファベットのもつ音について、発

音と綴りの関係の概要と特徴を理解

することができる。 

児童のアルファベット学習に役立つ

様々な活動を実践することができる。 

・言語知

識 

 
 

・教授法 

2つに分けて開催しても

よいし、2時間を 1つのセ

ッションとして扱ってもよ

い。 

2時間 

7 授業指導案

の作成 

授業指導案をもとに、授業の流れ等

について英語で説明できる。 

・英語力 

 

 2時間 

8 他教科等と

関連した内容

を取り入れた

活動 

他教科等で児童が学習した内容や、

経験した活動を授業に取り入れ、児童

の興味関心に応える授業づくりを英語

で行うことができる。 

・教授法  1時間 

 

1. 原則として、すべてのセッションに参加すること。 

2. どのセッションについても、参加する教員の経験は問わない。 

3. 基本的に参加型のワークショップ形式であるため、中央研修受講者からのインプットを得るだけでなく、他の

参加者と情報や考えを共有することが重要である。 

4. 各セッションは、内容についてさらに討議を深めたり、振り返りを含めたりすることで、時間を延ばすことが可

能である。 

5. 上記のセッションを行う順は問わないが、2 時間以上でセットになっているものは、原則として連続で行うこと。 

6. 上記のセッション全体を集中コースとして行うことは可能であるが、ある程度の期間にわたって設定すること

が望ましい。その際、セッションとセッションの間は、研修参加者は研修で得た新しいアイディア等を実践し

たり、振り返りをしたりする時間に充てる。 

7. 教員のニーズは地域によって異なる場合がある。研修の内容について優先順位を決定するに当たっては、

当該教育委員会におけるニーズ分析を参考にされたい。 
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研修実習の内容について － 中学校 
 題目 研修実習参加者に対するねらい 重点 運営上の留意点 時間  

（目安） 

1 「話すこと」

に係る言語

活動 

・「話すこと」に係る効果的な言語活動のポイ

ントを認識することができる。 

・「話すこと」に係る多様な言語活動の中か

ら、目的に応じた言語活動を選択することが

できる。 

・聞いたり読んだりしたことに基づいて、自分

の考えや意見を話したり話し合ったりする能

力を向上させるための言語活動を展開する

ことができる。 

・教授法 1 時間目はインプッ

ト、2 時間目はワーク

ショップ形式 

2 時間 

2 教室英語 すべての授業について、英語で行うことを基

本とし、生徒が英語に触れるとともに実際に

英語を使用する機会を増やすことができる。 

・言語のイン

プットと実践 

・教授法 

 1 時間 

3 自己関連性 生徒の英語学習に対するモチベーションを

高めるとともに、生徒を題材内容に引き付け

るために教科書や他の関連教材を効果的に

活用することができる。 

・教材 

・教授法 

1 時間目はインプッ

ト、2 時間目はワーク

ショップ形式 

2 時間 

4 語い・表現

に係る言語

活動 

生徒を引き付ける様々な言語活動を通し

て、語い・表現の習得を支援することができ

る。 

・実践的な

手法 

 1 時間 

5 「書くこと」に

係る言語活

動 

・明確な目標設定に基づき、生徒の関心・意

欲を引き出しながら「書くこと」に係る言語活

動を指導することができる。 

・聞いたり読んだりしたことに基づいて、自分

の考えや意見を書く能力を向上させるため

の言語活動を行うことができる。 

・実践的な

手法 

 1 時間 

6 「読むこと」

に係る言語

活動 

・生徒が文章の意味を読み取ることを支援

することができる。 

・生徒にとって読む目的があり、生き生きとし

たものとして文章を提示することができる。 

・言語知識 

 

・実践的な手

法 

1・2 時間目はインプ

ット中心、3時間目は

実践（3 時間を 2回

に分けて実施するこ

とも可能） 

3 時間 

7 コミュニケー

ションを支え

るための文

法 

文法はコミュニケーションを支えるものであ

ることを理解し、言語活動と一体化した文法

指導をすることができる。 

 

・実践的な

手法 

1 時間目はインプッ

ト、2 時間目はワーク

ショップ形式 

2 時間 

8 「聞くこと」に

係る言語活

動 

話すことと関連付けて、生徒の聞く力を向上

させることができる。 

・言語知識 

・実践的な

手法 

1 時間目はインプッ

ト、2 時間目はワーク

ショップ形式 

2 時間 

1. 原則として、すべてのセッションに参加すること。 

2. どのセッションについても、参加する教員の経験は問わない。 

3. 基本的に参加型のワークショップ形式なので、中央研修受講者からのインプットを得るだけでなく、他の参

加者と情報や考えを共有することが重要である。 

4. 各セッションは、扱う内容についてさらに討議を深めたり、振り返りを含めたりすることで、時間を延ばすこと

は可能である。 

5. 上記のセッションを行う順番は問わないが、２時間以上でセットになっているものは、原則として連続で行う

こと。 
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6. 上記のセッション全体を集中コースとして行うことは可能だが、ある程度の期間にわたって設定することが

望ましい。その際、それぞれのセッション間の期間は、研修参加者は研修で得た新しいアイディア等を実践

したり、同僚と振り返りをしたりする時間に充てる。 

7. 教員のニーズは地域によって異なる場合がある。研修の内容について優先順位を決定するにあたっては、

当該教育委員会におけるニーズ分析を参考にされたい。 
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研修実習の内容について ― 高等学校 
 題目 研修実習参加者に対するねらい 重点 運営上の留意点 時間

（目安） 

1 「話すこと」に

係る言語活動 

・「話すこと」に係る効果的な言語活動の

ポイントを認識することができる。 

・「話すこと」に係る多様な言語活動の中

から、目的に応じた言語活動を選択する

ことができる。 

・聞いたり読んだりしたことに基づいて、

自分の考えや意見を話したり話し合った

りする能力を向上させるための言語活動

を展開することができる。 

・教授法 1 時間目はインプッ

ト、2 時間目はワーク

ショップ形式 

2 時間 

2 教室英語 すべての授業について、英語で行うこと

を基本とし、生徒が英語に触れるとともに

実際に英語を使用する機会を増やすこと

ができる。 

・言語のイ

ンプットと実

践 

・教授法 

 1 時間 

3 自己関連性 生徒の英語学習に対するモチベーション

を高めるとともに、生徒を題材内容に引

き付けるために教科書や他の関連教材

を効果的に活用することができる。 

・教材 

・教授法 

1 時間目はインプッ

ト、2 時間目はワーク

ショップ形式 

2 時間 

4 語い・表現に係

る言語活動 

生徒を引き付ける様々な言語活動を通し

て、語い・表現の習得を支援することがで

きる。 

・実践的な

手法 

 1 時間 

5 「書くこと」に係

る言語活動 

・明確な目標設定に基づき、生徒の関

心・意欲を引き出しながら「書くこと」に係

る言語活動を指導することができる。 

・聞いたり読んだりしたことに基づいて、

自分の考えや意見を書く能力を向上させ

るための言語活動を行うことができる。 

・実践的な

手法 

 1 時間 

6 「読むこと」に

係る言語活動 

・生徒が自立して英文を読むことができる

よう支援することができる。 

・生徒が英文を読むことを通してより高度

な思考力を身に付けることができるよう、

文章を有益に活用することができる。 

・言語知識 

・実践的な 

手法 

1・2 時間目はインプッ

ト中心、3 時間目は実

践（3時間を 2回に分

けて実施することも可

能） 

3 時間 

7 コミュニケーシ

ョンを支えるた

めの文法 

文法はコミュニケーションを支えるもので

あることを理解し、言語活動と一体化した

文法指導をすることができる。 

・実践的な

手法 

1 時間目はインプッ

ト、2 時間目はワーク

ショップ形式 

2 時間 

8 「聞くこと」に係

る言語活動 

話すことと関連付けて、生徒の聞く力を

向上させることができる。 

・言語知識 

・実践的な

手法 

1 時間目はインプッ

ト、2 時間目はワーク

ショップ形式 

2 時間 

1. 原則として、すべてのセッションに参加すること。 

2. どのセッションについても、参加する教員の経験は問わない。 

3. 基本的に参加型のワークショップ形式なので、中央研修受講者からのインプットを得るだけでなく、他の参

加者と情報や考えを共有することが重要である。 

4. 各セッションは、扱う内容についてさらに討議を深めたり、振り返りを含めたりすることで、時間を延ばすこと

は可能である。 

5. 上記のセッションを行う順番は問わないが、２時間以上でセットになっているものは、原則として連続で行う

こと。 
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6. 上記のセッション全体を集中コースとして行うことは可能だが、ある程度の期間にわたって設定することが

望ましい。その際、それぞれのセッション間の期間は、研修で得た新しいアイディア等を実践したり、同僚と

振り返りをしたりする時間に充てる。 

7. 教員のニーズは地域によって異なる場合がある。研修の内容について優先順位を決定するにあたっては、

当該教育委員会におけるニーズ分析を参考にされたい。 


